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  （百万円未満切捨て）

１．平成30年３月期第２四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

30年３月期第２四半期 33,197 5.3 5,170 5.5 5,538 4.3 4,003 5.3 

29年３月期第２四半期 31,514 0.6 4,898 11.3 5,310 9.7 3,800 10.3 
 
（注）包括利益 30年３月期第２四半期 3,892 百万円 （－％）   29年３月期第２四半期 △1,117 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

30年３月期第２四半期 111.78 － 

29年３月期第２四半期 106.12 － 

 (注)平成29年４月１日を効力発生日として、普通株式１株につき３株の株式分割を行っております。前連結会計年度の 

 期首に当該株式分割が行われたと仮定して、「１株当たり四半期純利益」を算定しております。 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

30年３月期第２四半期 95,624 82,600 85.0 

29年３月期 92,668 79,424 84.4 
 
（参考）自己資本 30年３月期第２四半期 81,308 百万円   29年３月期 78,180 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

29年３月期 － 40.00 － 60.00 100.00 

30年３月期 － 17.00       

30年３月期（予想）     － 17.00 34.00 
 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

 (注)平成29年４月１日を効力発生日として、普通株式１株につき３株の株式分割を行っております。平成29年３月期に 

 ついては当該株式分割前の実際の配当金の額を記載しております。 

 

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 63,200 △1.7 9,500 △8.5 10,200 △10.8 6,900 △13.8 192.66 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無    
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※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－ 

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 有    

（注）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無    
 

④  修正再表示                                  ： 無    

 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年３月期２Ｑ 39,254,100 株 29年３月期 39,254,100 株 

②  期末自己株式数 30年３月期２Ｑ 3,439,279 株 29年３月期 3,439,242 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期２Ｑ 35,814,837 株 29年３月期２Ｑ 35,815,004 株 

(注)平成29年４月１日を効力発生日として、普通株式１株につき３株の株式分割を行っております。前連結会計年 

度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、発行済株式数（普通株式）を算定しております。 

 

※  四半期決算短信は四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前

提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料P.2「（３）連結業績予想などの

将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間のわが国経済は、政府・日銀による経済政策や金融緩和等により個人消費、雇用

情勢が底堅く推移し、景気は全体として緩やかな回復基調にあるものの、米国の政権運営や新興国経済の減速懸

念、またアジアにおける地政学リスクの高まり等を背景に、依然として先行き不透明な状況が続いております。

当社グループの主要なお取引先である自動車業界につきましては、海外では米国や中国などを中心に好調を

持続しており、また国内でも円安基調の持続により輸出が好調だったこと等により、国内生産台数は4,671千台

と前年同期比5.9％の増加となりました。このような需要環境のもと当社グループといたしましては、お取引先

からのニーズを確実に捕捉し、グローバルな拡販活動を継続的に推進した結果、売上高は33,197百万円と、前期

比1,683百万円（5.3％）の増収となりました。

一方利益面におきましては、増収効果に加え、より一層の合理化を推進いたしました結果、営業利益は5,170

百万円（前期比5.5％増）、経常利益は5,538百万円（前期比4.3％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は

4,003百万円（前期比5.3％増）となりました。
 

セグメントの業績は、次のとおりであります。
 

（自動車関連等）

  米国をはじめ新興国市場等にグローバル拡販を積極的に推進した結果、売上高は31,328百万円（前期比5.7％

増）となりました。一方利益面においては、収益改善活動をグループ一丸となって推進した結果、営業利益は

5,623百万円（前期比6.0％増）となりました。
 

（医療機器）

  拡販を積極的に推進いたしましたが、一部上市の遅れ等により、売上高は1,869百万円（前期比0.9％減）

となりました。一方利益面においては、主に合理化活動等により、営業利益は△1百万円（前期は28百万円の損

失）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

 財政状態は、次のとおりであります。

 当第２四半期末の資産合計は、現金及び預金、投資有価証券の増加等により2,955百万円増加し、95,624百万

円となりました。 

 負債合計は、未払法人税等の減少等により220百万円減少し、13,024百万円となりました。 

 純資産合計は、利益剰余金の増加等により3,175百万円増加し、82,600百万円となりました。
 
②キャッシュ・フローの状況

  当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物の残高は、税金等調整前四半期純利益5,492百万円および

減価償却費1,810百万円等の収入要因に対し、法人税等の支払額1,679百万円および有形固定資産の取得による支

出1,626百万円等の支出要因の結果、前連結会計年度末と比較して2,706百万円（11.2％）増加し、当第２四半期

連結会計期間末には26,882百万円となりました。
 
 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次の通りであります。
 
（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益、減価償却費および法人税等の支払額等に

より4,768百万円の収入（前年同期比 17.6％増）となりました。
 
（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出等により1,288百万円の支出（前年同

期比 65.4％減）となりました。
 
 なお、営業活動により得られたキャッシュ・フローと投資活動により使用したキャッシュ・フローを合計した

フリー・キャッシュ・フローは、3,480百万円となりました。
 
（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払額等により781百万円の支出（前年同期比 7.2％減）と

なりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

  通期の業績予想につきましては、平成29年５月11日の「平成29年３月期 決算短信」で公表した数値から変更し

ておりません。

  なお、本業績予想は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいて作成し

ており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成29年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 25,474 27,627 

受取手形及び売掛金 14,172 14,025 

電子記録債権 1,610 1,907 

有価証券 － 300 

商品及び製品 4,119 4,126 

仕掛品 1,359 1,403 

原材料及び貯蔵品 1,701 1,751 

その他 2,240 2,487 

貸倒引当金 △13 △36 

流動資産合計 50,664 53,593 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 8,212 8,135 

機械装置及び運搬具（純額） 7,864 7,574 

工具、器具及び備品（純額） 2,272 2,189 

土地 5,143 5,145 

リース資産（純額） 38 38 

建設仮勘定 1,020 955 

有形固定資産合計 24,552 24,038 

無形固定資産    

のれん 2 1 

その他 961 1,241 

無形固定資産合計 963 1,242 

投資その他の資産    

投資有価証券 14,967 15,711 

その他 1,521 1,037 

貸倒引当金 △0 △0 

投資その他の資産合計 16,488 16,749 

固定資産合計 42,003 42,030 

資産合計 92,668 95,624 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成29年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 3,434 3,240 

短期借入金 423 412 

未払法人税等 1,269 953 

引当金 851 851 

その他 3,724 3,640 

流動負債合計 9,702 9,098 

固定負債    

引当金 － 14 

退職給付に係る負債 149 187 

資産除去債務 18 18 

その他 3,373 3,704 

固定負債合計 3,541 3,925 

負債合計 13,244 13,024 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,960 2,960 

資本剰余金 2,697 2,888 

利益剰余金 73,182 76,469 

自己株式 △2,838 △3,029 

株主資本合計 76,003 79,289 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,701 1,951 

為替換算調整勘定 839 399 

退職給付に係る調整累計額 △363 △332 

その他の包括利益累計額合計 2,177 2,018 

非支配株主持分 1,243 1,291 

純資産合計 79,424 82,600 

負債純資産合計 92,668 95,624 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

売上高 31,514 33,197 

売上原価 21,796 22,967 

売上総利益 9,717 10,230 

販売費及び一般管理費 4,819 5,060 

営業利益 4,898 5,170 

営業外収益    

受取利息 32 31 

受取配当金 31 32 

持分法による投資利益 368 435 

その他 81 70 

営業外収益合計 512 569 

営業外費用    

支払利息 12 7 

デリバティブ評価損 8 51 

為替差損 41 100 

固定資産廃棄損 14 12 

賃貸収入原価 3 3 

その他 20 26 

営業外費用合計 101 201 

経常利益 5,310 5,538 

特別損失    

減損損失 － 46 

特別損失合計 － 46 

税金等調整前四半期純利益 5,310 5,492 

法人税等 1,464 1,437 

四半期純利益 3,845 4,054 

非支配株主に帰属する四半期純利益 44 51 

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,800 4,003 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

四半期純利益 3,845 4,054 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △289 198 

為替換算調整勘定 △4,436 △418 

持分法適用会社に対する持分相当額 △237 57 

その他の包括利益合計 △4,962 △161 

四半期包括利益 △1,117 3,892 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △987 3,844 

非支配株主に係る四半期包括利益 △130 47 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 5,310 5,492 

減価償却費 1,764 1,810 

減損損失 － 46 

のれん償却額 1 1 

持分法による投資損益（△は益） △368 △435 

デリバティブ評価損益（△は益） 8 51 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 8 37 

賞与引当金の増減額（△は減少） △5 5 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △4 △5 

環境対策引当金の増減額（△は減少） △0 △0 

役員株式給付引当金の増減額（△は減少） － 14 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △19 22 

受取利息及び受取配当金 △63 △63 

支払利息 12 7 

固定資産廃棄損 14 12 

売上債権の増減額（△は増加） △659 △312 

たな卸資産の増減額（△は増加） 188 △172 

仕入債務の増減額（△は減少） △130 △294 

その他 △697 109 

小計 5,360 6,327 

利息及び配当金の受取額 118 127 

利息の支払額 △12 △7 

法人税等の支払額 △1,412 △1,679 

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,054 4,768 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △1,637 △2 

定期預金の払戻による収入 － 633 

有価証券の償還による収入 187 － 

有形固定資産の取得による支出 △2,273 △1,626 

有形固定資産の売却による収入 3 14 

無形固定資産の取得による支出 △65 △349 

投資有価証券の取得による支出 △2 △2 

その他 63 43 

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,723 △1,288 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の返済による支出 △255 － 

自己株式の取得による支出 △0 △300 

自己株式の処分による収入 － 299 

配当金の支払額 △555 △740 

非支配株主への配当金の支払額 △26 △33 

その他 △4 △7 

財務活動によるキャッシュ・フロー △842 △781 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,076 7 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,587 2,706 

現金及び現金同等物の期首残高 21,685 24,175 

現金及び現金同等物の四半期末残高 20,097 26,882 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

①税金費用の計算 

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、

当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用す

る方法によっております。

 

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位:百万円） 

  自動車関連等 医療機器 合計 

売上高      

外部顧客に対する売上高 29,628 1,886 31,514 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
－ － － 

計 29,628 1,886 31,514 

セグメント利益又は損失(△) 5,307 △28 5,278 

 
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

             （単位:百万円）

利益 金額

報告セグメント計 5,278

 全社費用（注） △402

 セグメント間取引消去 29

 その他の調整額 △6

連結損益計算書の営業利益 4,898

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 重要な該当事項はありません。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位:百万円） 

  自動車関連等 医療機器 合計 

売上高      

外部顧客に対する売上高 31,328 1,869 33,197 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
－ － － 

計 31,328 1,869 33,197 

セグメント利益又は損失(△) 5,623 △1 5,621 

 
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

             （単位:百万円）

利益 金額

報告セグメント計 5,621

 全社費用（注） △468

 セグメント間取引消去 21

 その他の調整額 △4

連結損益計算書の営業利益 5,170

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失） 

 「医療機器」セグメントにおいて、当社の連結子会社である㈱パイオラックスメディカルデバイスにお

ける工場用賃借建物の一部解約に伴い、翌連結会計年度以降の除却対象となっている資産につきまして、

その帳簿価額を備忘価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上しております。 

 なお、当該減損損失の計上額は、当第２四半期連結累計期間においては46百万円であります。 
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（参考資料）

[所在地別セグメント情報]

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年９月30日） 

 
日本

（百万円）

北米

（百万円）

アジア

（百万円）

その他

（百万円）

合計

（百万円）

消去

又は

全社

（百万円）

連結

（百万円）

 売上高              

(1)外部顧客に対する売上高 14,903 6,656 7,824 2,130 31,514 － 31,514

(2)セグメント間の内部売上高 2,634 40 802 27 3,504 △3,504 －

 計 17,537 6,697 8,626 2,157 35,019 △3,504 31,514

 営業利益 2,308 1,122 1,099 329 4,860 38 4,898

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成29年４月１日 至平成29年９月30日） 

 
日本

（百万円）

北米

（百万円）

アジア

（百万円）

その他

（百万円）

合計

（百万円）

消去

又は

全社

（百万円）

連結

（百万円）

 売上高              

(1)外部顧客に対する売上高 15,280 6,977 8,859 2,080 33,197 － 33,197

(2)セグメント間の内部売上高 2,882 87 832 39 3,843 △3,843 －

 計 18,163 7,065 9,692 2,119 37,040 △3,848 33,197

 営業利益 2,588 1,022 1,317 339 5,267 △97 5,170
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